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ＦＴＡを中心に多くのＦＴＡが締結されてきた。しかし近年では広域経済連携構想（ＲＣＥＰ）や環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）など広域ＦＴＡに重点が移りつつある。ＦＴＡのカバーする地理的範囲と生産ネッ ワ クが重なることによって 利用効率を高めるとともに、ＴＰＰなど水準の高いＦＴＡが広まることによって東アジア統合が新たな段階に入ることが期待されている。（く
ろ
い
わ
　
い
く
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究所
　
開発研究センター長）
《注》本特集号は二〇一一年四月から二〇一三年三月まで実施された「東ア
ジ
ア
経
済
統
合
と
そ
の
理
論
的
背
景」研究会の成果の一部が下敷きになっている。なお研究会成果は全
体
が
一
一
章（
序
章、
終
章
を
除
く）で構成され『東アジア統合の経済学』というタイトルで日本評論社から近日出版 る予定である。
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